
 
今週に入って大変寒い日が続きましたが、多分

これが最後の寒波になると思われます。これから

は日毎に日差しも強くなり暖かくなり、桜の開花

もまもなくだろうと思います。 
さて、今日は確定申告の締切日です。昨年私は

皆さんに「サラリーマンと確定申告」と云う話を

しましたが憶えておいででしょうか。この次期に

なると自営業の方は「確定深刻」だと嘆くが、サ

ラリーマンは全く関係なく面倒がなく幸せと云

えばそうだが、「税を考える機会」と考えればそ

の逸失は大きいと云う話でした。又今年もその時

期が来ました。今日も又昨年と同じ話をしたいと

思います。自営業の方は納税分をどこからひねり

出そうかと考え悩むわけですが、サラリーマン、

こちらは気楽なものです。給料から天引きだから、

支給額か控除額を差し引いた差引支給額のみが

給料だと思っていればよい。これが毎月だと別に

源泉されている事も忘れてしまう。 
源泉徴収と云うこの制度は戦前の昭和１５年に

制度化されました。「徴税の確実性と納税業務者

の煩雑さを省く為」と云う理由で設けられたもの

でそうです。昭和１５年から現在までこの制度は

ずっと続いているのです。 
昔からお上のする事はソツがない、現在では所

得税収入の８２～８３％が源泉徴収されている

と云われています。ですからサラリーマンの納税

はガラス張りとなったし、納税の手間から開放さ

れた代わりにキチンキチンと毎月徴収され、しか

も税金を取られたという感じもしないし、ビタ一

文まけてもらってもいない。その上３月のこの時

期に支払ってもよいのに前納までしている。納税

の不公平感がよく云われるが、本当に問題なのは、

圧倒的に多いサラリーマンが税金の使い道に無

関心になっていしまった事ではないだろうか。も

しこの時期に年間の税金をそろえて支払ったら

「こんなに税金を支払っているのだから」と使い

道に関心を持たないでしょうか。近い将来消費税

も又上がると云われていますが、大増税時代が来

る。給料天引きだと云ってのんびりとはしていら

れない時が来てからでは遅いのではないだろう

か。今日は確定申告の時期なのでこんな話になり

ました。 

■ 幹 事 報 告            松葉 隆夫君 
・「ＲＩ会長賞プログラム」の申込についてガバ

ナー事務所より届いております。 
・ロータリー財団管理委員会より２０００＄達成

者にマルチプル・ポール・ハリス・フェロー・

ピンが届いております。（１６名） 
 望月 晃・村松 英昭・鈴木 廣利・竹田 勲 
青島 克郎・宮崎 啓之進・小宮 弘一郎 
宮川 邦光・松葉 隆夫・山田 昭雄・村松 徳 
渡辺 篤司・桜井  富郎・江崎 友次郎・ 
石垣 善康・松葉 義之 
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■ 会 長 挨 拶           鈴木 廣利君
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■ 出 席 報 告           後藤 功君 
本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

30／41 73.17％ 30／41 73.17％ 

(１) 欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
〇石垣君 〇成瀬君 〇望月晃君 〇村松英君 
浅川君 板倉君 桜井富君 鈴木晶君 鈴木舜君 

仲田晃君 望月志君 
(２)メークアップ 
岩﨑 四郎君（静岡南） 

■ ビ ジ タ ー                          
大澤 勲夫君（島田） 

■ ス マ イ ル ＢＯＸ       後藤 功君        
・誕生祝いありがとうございました。孫も３月生

まれ、今月は家族で盛大に誕生会を行います。

“健康に感謝して”          岩﨑 四郎君 

・誕生日に「Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ」の

大合唱をありがとうございました。 

青島 克郎君    

 スマイル累計額  ６０８，０００円 

 
■ テーブルメイトＣ                          
 

外部卓話 

  中川すみ江様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『日本語に思う 東歌に着いて』 

１．●ことばによって考える ●ことばは世相をあ

らはす ●標準語と方言 ●古典と方言 

２．●万葉集 巻１４ ２２８首収録 

  うち勘国８９ 未勘国１３９ 

３．あずまとは・・・３４３０のうた（表記） 
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＜漢字が中国に渡ってまもないころ＞ 

文字には意味があるのだが、意味は無視して

音のみを使った 

４．中西進氏の文より 

東歌はけっして俗悪な性の文学でも太古のま

まにおおらかな性の謳歌をうたいあげたもの

でもない。他の恋歌が達し得なかった愛の極

限に触れることによって人間を発見し性の悲

しさを見てしまった文学であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／岩﨑） 

＜プロフィール＞ 

昭和１５年静岡県女子師範学校卒業 

以後１９年間教職にあらせられましたが、中途

退職され、退職後は短歌・古典に親しまれ現在

に至っております。そして現在、歌誌全国版「樹

林」の選者・グループ誌「水藍」の主宰 


